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1　ルーペの使い方➡❶
　◦�観察するものが動かせるとき　ルーペを目に近づけて持ち，観察
するものを前後に動かしてピントを合わせる。

　◦�観察するものが動かせないとき　ルーペを目に近づけて持ち，顔
を前後に動かしてピントを合わせる。

2　顕微鏡の使い方➡❷
　①直射日光の当たらない明るい水平な場所に置く。
　②接眼レンズ→対物レンズの順にとりつける。
　③�反射鏡の角度を調整して，全体が一様に明るく見えるようにして，
明るさは，しぼりで調整する。

　④�プレパラートをステージにのせ，真横から見ながら対物レンズと
プレパラートをできるだけ近づける。

　⑤�接眼レンズをのぞきながら調節ねじを④と反対に回し，プレパラ
ートと対物レンズを遠ざけながら，ピントを合わせる。

　⑥�高倍率にするときは，観察するものを視野の中央に置いてから，
レボルバーを回して高倍率の対物レンズに変える。

3　顕微鏡の倍率

　　顕微鏡の倍率＝接眼レンズの倍率×対物レンズの倍率

　　�　倍率を高くすると，見える範囲はせまくなり，視野は暗くなる。
また，対物レンズとプレパラートの距離が短くなる。

　　
1�　花のつくり　ふつう，中心からめしべ→おしべ→花弁→がくの順
に並んでいる。

　◦�めしべ　 1 つの花に 1本あり，めしべの先を柱
ちゅう

頭
とう

，めしべのもと
のふくらんだ部分を子房という。子房の中には胚珠がある。

　◦�おしべ　 1 つの花に数本あり，おしべの先の小さなふくろをやく
という。やくの中には花粉が入っている。

2　種子植物　花がさき，種子をつくってなかまをふやす植物。
　◦�被

ひ

子
し

植物　胚珠が子房の中にある植物。おしべの先のやくでつく
られた花粉が，めしべの柱頭につく（受

じゅ

粉
ふん

）と，やがて胚珠は種子
に，子房は果実になる。➡❸

　　　　アブラナ，エンドウ，ツツジなど
　◦�裸

ら

子
し

植物　子房がなく，胚珠がむき出しの植物。雄
お

花
ばな

の花粉のう
（やく）でつくられた花粉が雌

め

花
ばな

の胚珠につくと，やがて種子がで
きる。➡❹

　　　　マツ，スギ，イチョウ，ソテツなど

 １　身近な生物の観察

注

 ２　花のつくりとはたらき

例

例

❶ ルーペ

❷ 顕微鏡の各部の名称

❸ 種子と果実のでき方

❹ マツの花のつくり

　ルーペは目に近づけて使う。

　はじめは，低倍率で観察し，観察した
　いものを視野の中央に動かしてから高
　倍率に変える。

　受粉後，胚珠は種子になり，子房は果
　実になる。

　マツの胚珠は子房に包まれていないた
　め，花粉は直接胚珠につく。
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確 認 問 題

　①�　ルーペでタンポポの 1つの花を観察するとき，まずルーペを目に近づけて
持った後，ピントを合わせるために動かすのは，タンポポの 1つの花とルー
ペのどちらか。

　②�　図1の顕微鏡のＡ，Ｂの部分の名称をそれぞ
れかけ。　

　③�　プレパラートをつくるとき，用いるガラスは，
カバーガラスと何か。

　④�　次のア～オを，顕微鏡の操作順に並べよ。
　　ア　反射鏡の角度を調整する。
　　イ　接眼レンズをとりつける。
　　ウ　対物レンズをとりつける。
　　エ　ステージにプレパラートをのせる。
　　オ　ピントを合わせる。
　⑤�　図1の顕微鏡で水中の小さな生物を観察すると，生物
が図2の位置に見えた。この生物を視野の中央で観察す
るにはプレパラートをア～エのどちらへ動かせばよいか。

　⑥�　図1の顕微鏡で，接眼レンズの倍率は10倍，Ａのレン
ズの倍率は40倍であった。このレンズを用いて観察した
ときの倍率はいくらか。

　⑦�　顕微鏡の倍率を高くすると，見える範囲の広さと視野の明るさはそれぞれ
どうなるか。

　①　図3で，めしべの先のＡを何というか。
　②　図3で，めしべのもとのＢを何というか。
　③　図3で，Ｂの中にあるＣを何というか。
　④�　図3で，Ｄでつくられた花粉がＡにつくことを何という
か。

　⑤　④の後，図3のＢとＣはやがて何になるか。
　⑥　図4で，Ａを何というか。
　⑦　図4で，Ｂを何というか。
　⑧�　まつかさは，雄

お

花
ばな

と雌
め

花
ばな

のどちらからで
きるか。

　⑨�　図4で，Ａのりん片についているＣを何
というか。

　⑩　マツには，果実ができるか，できないか。
　⑪�　図3や図4のように，花がさき，種子を
つくってなかまをふやす植物を何というか。

　⑫　⑪のうち，胚珠が子房の中にある植物を何というか。
　⑬　⑪のうち，子房がなく，胚珠がむき出しの植物を何というか。
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➡Ｄはおしべの先のやくである。

➡下になるガラス。

➡まつかさの中に種子がある。

➡レンズは接眼レンズからとりつける。

➡Ａは雌花である。

➡10×40＝400［倍］
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基 本 問 題 得
点 /100

　�　図１のようにプレパラートをつくり，図２の顕微鏡で観察した。次の問いに答

えなさい。

　⑴　図1のＸ，Ｙのガラスを何というか。
� Ｘ ［� ］　　Ｙ ［� ］
　⑵　次の文の　　　にあてはまる語句をかけ。
　　�　図１のＸのガラスをかぶせるときには，中にほこりや　　　が入らないよう
に気をつける。� ［� ］

　⑶�　次のａ～ｅを，図２の顕微鏡を操作する手順として正しい順に左から並べよ。
　　ａ　プレパラートをステージの上に置く。
　　ｂ　横から見ながらＤをプレパラートに近づける。
　　ｃ　顕微鏡を直射日光が当たらない水平な明るい場所に置く。
　　ｄ　Ｅの角度としぼりを調節して，視野全体を一様に明るくする。
　　ｅ　ＡをのぞきながらＤをプレパラートから遠ざけ，ピントを合わせる。
� ［　　　→　　　→　　　→　　　→　　　］
　⑷�　図2のＡには「×10」，Ｄには「40」とかいてあるレンズを使ったときの倍率は何倍か。
� ［� ］
　⑸　観察中に，ある部分を操作して高倍率にし，くわしく観察した。
　　①　ある部分とはどこか。図2のＡ～Ｅから選び，記号と名称をかけ。
� 記号 ［� ］　名称 ［� ］【完答】
　　�②�　高倍率にしてピントを合わせたとき，視野の明るさとＤとプレパラートの距離は，高倍率にする前に比

べてそれぞれどうなるか。
� 視野の明るさ ［� ］　Ｄとプレパラートの距離 ［� ］

　�　右の図は，エンドウの１つの花を各部

分に分解して並べたものである。次の問

いに答えなさい。

　⑴�　Ａ～Ｄを，花の内側にあるものから
外側にあるものの順に並べよ。

� ［　 　　→　　　→　　　→　　 　］
　⑵�　Ｄのもとのふくらんだ部分Ｘと，その中の粒状のものＹをそれぞれ何というか。
� Ｘ ［� ］　Ｙ ［� ］
　⑶�　受粉後，ＸとＹは成長してそれぞれ何になるか。簡単にかけ。
� ［� ］
　⑷�　エンドウのように，ＹがＸの中にある植物のなかまを何というか。その分類名をかけ。
� ［� ］
　⑸�　⑷に対して，Ｙがむき出しになっている植物のなかまを何というか。その分類名をかけ。また，それにあ
てはまる植物を，次のア～エからすべて選べ。

　　ア　サクラ　　イ　マツ　　ウ　イチョウ　　エ　アサガオ　　　　
� 名称 ［� ］　記号 ［� ］【完答】

1　〈顕微鏡の使い方〉　�  〈８点×８〉

2　〈花のつくり〉　�  〈６点×６〉
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400倍➡10×40＝400［倍］

➡見える範囲はせまくなる。

➡種子植物は，被子植物と裸子植物に分類される。

ｃ　　　ｄ　　　ａ　　　ｂ　　　ｅ

Ｄ　　　Ｃ　　　Ｂ　　　Ａ
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空気の泡（気泡）
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レボルバー

短くなる
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裸子植物 イ，ウ
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Ｘは果実になり，Ｙは種子になる。

胚　珠

Ｃ
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発 展 問 題 得
点 /100

　�　顕微鏡の使い方について，次の問いに答えなさい。

　⑴�　顕微鏡で観察するとき，はじめは低倍率で観察し，見たいところを決めてから高倍率に変えて観察する。
接眼レンズはそのままで対物レンズを変え高倍率にしたとき，次の①～③の文が正しくなるように，あては
まるものの記号を 1つずつ選べ。（茨城）

　　①�　見える範囲は，（ア　せまくなる　　イ　広くなる　　ウ　変わらない）。
　　②�　対物レンズとプレパラートの間の距離は，（ア　大きくなる　　イ　小さくなる　　ウ　変わらない）。
　　③�　反射鏡やしぼりを変えないとき，視野の明るさは（ア　明るくなる　　イ　暗くなる　　ウ　　変わら

ない）。
� ① ［� ］　② ［� ］　③ ［� ］
　⑵�　イヌワラビの葉の裏についていた粒状のものを図1のよう
にスライドガラスにのせ，倍率を40倍にして明るさを調整し
た図2の顕微鏡のステージに置き，クリップで固定した。

� （埼玉）

　　①�　スライドガラスをクリップで固定した後から接眼レンズ
をのぞく前までの間に，どのような操作が必要であるか。
簡単にかけ。　　� 　　

　
　　②�　40倍で観察したところ，図3のように見えた。粒状のものを視野の中央に移動させ

るには，スライドガラスをどちらに動かせばよいか。図1のア～エから選べ。
� ［� ］

　�　右の図は，アブラナとマツの花のつくり

を示したものである。次の問いに答えなさ

い。

　⑴　図のＸは，雄花と雌花のどちらか。
� ［� ］
　⑵�　種子植物のうち，アブラナのような特
徴をもつ植物を被子植物というのに対して，マツのような特徴をもつ植物を何というか。

� ［� ］
　⑶�　アブラナやマツは，種子をつくってなかまをふやす。成長して種子になる部分を何というか。また，その
部分を，図のＡ～ＤおよびＰ～Ｓから１つずつ選べ。

� 名称 ［� ］　記号 ［� ］【完答】
　⑷�　受粉後，成長すると，アブラナには果実ができるが，マツには果実ができない。マツに果実ができない理
由を，マツの花のつくりに着目して，簡単にかけ。

� ［� ］
　⑸�　アブラナやマツで種子ができるためには，受粉が起こることが必要である。アブラナは，受粉のための花
粉がおもに虫によって運ばれるのに対して，マツは，受粉のための花粉がおもにどのように運ばれるか。簡
単にかけ。

� ［� ］

1　〈顕微鏡の使い方〉　�  〈10点×５〉

2　〈花のつくり〉　�  〈10点×５〉
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イ

横から見ながらスライドガラスと対物レンズをできるだけ近づけ
る。

イ
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雌　花

裸子植物

Ｂ，Ｑ

マツの花には子房がないから。

風にのって運ばれる。

胚　珠

ア
➡高倍率にすると，見える範囲はせまくなり，視野は暗くなる。また，対物レンズは倍率が高いものほど長い。

➡子房がなく，胚珠がむき出しの植物を裸子植物という。

➡子房が果実，胚珠が種子になる。


